
主催　公益財団法人 日本訪問看護財団

後援（順不同）　
厚生労働省／公益社団法人 日本看護協会／一般社団法人 全国訪問看護事業協会／公益社団法人 日本医師会／公益社団法人 日本歯科医師会／
公益社団法人 日本薬剤師会／公益社団法人 日本理学療法士協会／一般社団法人 日本作業療法士協会／一般社団法人 日本言語聴覚士協会／
公益社団法人 日本社会福祉士会／公益社団法人 日本介護福祉士会／一般社団法人 日本福祉用具供給協会／一般社団法人 日本介護支援専門員協会

ライブ配信ライブ配信 訪問看護制度30周年記念訪問看護制度30周年記念

訪問看護サミット訪問看護サミット20222022

令和4年

1111月1212日�土
13：00〜17：00

参加費	 3,000円（資料及び送料込）
※後日アーカイブ配信あり

参加方法	日本訪問看護財団ホームページ
から事前参加登録

お申込期間	 8月1日�月〜10月14日�金

テーマテーマ

訪問看護制度訪問看護制度3030年をステップに年をステップに
訪問看護のさらなる発展に向けて訪問看護のさらなる発展に向けて

≪特別講演≫

全世代型社会保障と訪問看護への期待
山崎 史郎 氏●	内閣官房　参与

≪記念講演≫

進化し深化する訪問看護～つながる・ささえる・つくりだす～
秋山 正子 氏●	株式会社ケアーズ　代表取締役

≪実践報告≫

①	訪問看護ステーションの経営モデルとＤＸ活用の展望
岩本 大希 氏●	ウィル訪問看護ステーション江戸川　所長

②	訪問看護ステーションの多機能化と多職種連携で高齢者を支える！
～住宅型有料老人ホームと看多機で看取りの多様化に備える～

常盤 朝子 氏●	株式会社コメディコつくば　取締役

≪オンライン座談会≫

訪問看護制度を突き抜けよう！ ～今後の発展に向けて大いに語る～
〈基調講演〉 看護政策の立場から訪問看護制度の発展を考える

石田 昌宏 氏●	参議院議員

〈座談会〉 訪問看護支援団体の立場から訪問看護制度の発展を考える
●日本看護協会  ●全国訪問看護事業協会  ●日本訪問看護財団



お問合せ先	 公益財団法人 日本訪問看護財団 サミット事務局
	 〒150−0001　東京都渋谷区神宮前5−8−2  日本看護協会ビル5階
	 TEL▪03−5778−7001（代表）　Ｅメール▪info-kensyu@jvnf.or.jp

プログラム内容

13：00 ～13：10 開会の挨拶　田村やよひ● 日本訪問看護財団　理事長

13：10 ～13：50 ≪特別講演≫
全世代型社会保障と訪問看護への期待

山崎 史郎 氏●	内閣官房　参与

13：50～13：55 休憩

13：55～14：30 ≪記念講演≫
進化し深化する訪問看護～つながる・ささえる・つくりだす～

秋山 正子 氏●	株式会社ケアーズ　代表取締役、暮らしの保健室室長、
	 認定 NPO 法人マギーズ東京　共同代表理事

14：30～14：40 休憩、オンライン企業展示

14：40～15：30 ≪実践報告≫
① 訪問看護ステーションの経営モデルとDX 活用の展望

岩本 大希 氏●	ウィル訪問看護ステーション江戸川　所長

② 訪問看護ステーションの多機能化と多職種連携で高齢者を支える！
～住宅型有料老人ホームと看多機で看取りの多様化に備える～

常盤 朝子 氏●	株式会社コメディコつくば　取締役、
	 住宅型有料老人ホーム グランヒルズ阿見施設長

15：30～15：40 休憩、オンライン企業展示

15：40～16：55 ≪オンライン座談会≫

訪問看護制度を突き抜けよう！ ～今後の発展に向けて大いに語る～
〈基調講演〉　看護政策の立場から訪問看護制度の発展を考える

石田 昌宏 氏●	参議院議員

〈座談会〉　訪問看護支援団体の立場から訪問看護制度の発展を考える
田母神 裕美 氏● 日本看護協会　常任理事

高砂 裕子 氏● 全国訪問看護事業協会　副会長

佐藤 美穂子● 日本訪問看護財団　常務理事
（座長）平原 優美● 日本訪問看護財団　常務理事

16：55～17：00 閉会の挨拶＆訪問看護の歌「人明かり」　平原 優美●日本訪問看護財団　常務理事

※プログラムは多少変更になる場合もございます。

　訪問看護制度は1992年に老人を対象に始まり、2年後に老人以外の訪問看護、2000年からは
介護保険の居宅要介護者等に拡がって30年が経過しました。現在、事業規模の拡大と看護機能
の強化、多職種連携をめざし、健康相談や感染者対応など新たな地域活動も始めています。
　2025年をめどに地域包括ケアシステム、さらに2040年に向けた全世代対応型地域共生社会
において、訪問看護ステーションは在宅ケアの要です。30周年をステップに、多様化し重度化
する利用者ニーズに応えられる訪問看護制度のこれからを共に考えましょう。


